
保幼こ小中一貫「つながる」 令和５年度袋井中学校区通信 No.６          令和５年６月2２日 

 
  
 

                        保幼こ小中一貫コーディネーター：奥村 崇志 

第２回袋井あやぐも学園幼小中一貫教育研修会 その③ 

               ～取組の真化を目指して～ 

 

 

 

 

 
前号に引き続き、６月 7 日（水）に行われた袋井あやぐも

学園幼小中一貫教育研修会の分散会の様子を取り上げます。

が袋井あやぐも学園カリキュラムをもとに

協議し

ました。 

 

＜学びづくり部より＞ 
・幼稚園では、遊びが学びである。遊んでいる様子をアプリで配信し、

園児は感じたことを家の人に伝えている。 

・保護者に、子どもの話を「遮らずにきいてね」と伝えている。 

・５年生でコミュトレを実施している。テーマに沿って１分間話し、

聞いている人がフィードバックしている。 

・中学生のロイロノートの使い方を見ることができた。思考ツールを

使いこなせている。 

・１９日は「トークの日」。話す力が少しずつ付いてきている。 

・生活のめあてに、「話す・聞く」を取り入れている。 



 

 

 

 
                ・幼小の積み重ねが、中学校につながっ 

              ている。中１の４月に自分たちで話合

いができている。 

             ・ステージごと、モジュールの時間に、 

              「話す・聞く」の指導をしている。 

              →レベルをはっきりさせている。 

             ・分からないところを聞き合う姿が見ら 

れた。→聞くための雰囲気は大切 

             ・学習委員会の活動として、学級ごとに 

             「聞く姿勢」を振り返る機会を設けた。 

             ・活動の切り替えを大切にしたい。 

             「やめなさい」以外の切り替えスイッチ  

をもっていたい。 

             ・学習活動でできていることを日常生活 

でも、できるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 
 
※ 袋井あやぐも学園のあゆみは、「ホームページ 学園情報」を御覧ください。 


